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ーで日常業

ベント（サ

ームページ

事務所の規

。日々の業

での業務が

り、現地の

る。 

体制 

プに参加す

そこでは、

の順応や、

る際には、

いった危機

構築が不可

ング： 

の情報とは

ことを事前

習、宗教面

              
発センター

er.jica.g

           

              

独

まれて 

ンターンシ

大学と共同

ター（以下

後毎年イン

ップとは異

程）がセン

務補佐とし

サマービジ

ジ向けの記

規模の関係

務は JICA

が主である

の専門家や

する多くの

プログラ

異文化に

とりわけ

機管理、渡

可欠である

は別に、異

前に日本で

面における

ーについて

o.jp/coun

ウェ
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シップ・プ

同事業運営

「センター

ンターン生

異なり、年

ンターでイ

して参加す

ジネススク

記事の執筆

係もあり、

A 職員や日

る。インタ

や人々に対

の院生にと

ラム内容に

に対する理

け事前のブ

渡航後はイ

る。以下簡

異文化での

で説明して

る節制、衣

ては次の UR

ntry/kyrg

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

ログラム

を行ってい

ー」）であ

を２か月間

1 名の枠と

ンターン生

することに

ール、留学

、日本文化

インターン

本語が堪能

ーン生は、

する聞き取

って、途上

併せた対応

解と配慮を

リーフィン

ンターン生

単に説明を

生活に備え

ている。治

食住に関す

RL を参照願

yz/kyrgyz

『留学交流』
           

             

構 Copyright © 

：  

いる国際協

る 3。同大

間前後派遣

となってお

生として活

になる。具体

学フェア等

化などに対

ン生は幾つ

能な現地ス

、インター

取り調査や

上国や新興

応が必要で

を十分行う

ング、健康

生からの定

を加えたい

えて、現地

安問題、現

する生活事

願いたい。

z.html 

』2014 年４月
                   

             

JASSO. All rig

協力機構（

学とは 20

遣している

おり、過去

活動した。

体的活動と

等）の運営

対するプロ

つかの業務

スタッフと

ーン業務の

や資料収集

興国での生

であるが、

う必要があ

康管理の周

定期報告、

い。 

地に赴く前

現地の時間

事情、移動

月号 Vol.37
           

            

ghts reserved.

（ JICA）の

12 年に学

る。前述の

去３年間で

活動内容

しては、

営補佐、ニ

モーショ

務に携わる

とのやりと

の合間に研

集作業等も

生活は初め

途上国な

ある。途上

周知、事故

そして大

前に最低限

間の流れ、

動手段等多

7 
 

 

 



           

 

       

岐にわ

現地到

急時の

キルギ

 

健康管

基本

したり

ことの

相談、

前に周

高額な

ログラ

 

インタ

例え

を通じ

ている

元化し

ている

事件が

ぐさま

ースと

トップ

ターン

により

を把握

はコミ

その場

 

この他

る傾向が

いない院

うであり

内の寮、

スティ先

 

プログラ

インタ

点」等か

          

       

たる。これ

着後におい

対応等につ

スのケース

理： 

的に自己責

、エアコン

ない症状が

もしくは現

知している

請求が来る

ム参加者に

ーン生か

ば、フィ

て、インタ

。インター

た連絡収集

。例えば、

あり、犯人

インター

して、派遣

してしまい

生の帰国が

迅速な対応

できるよ

ュニティ活

でインター

、現地にお

あるが、途

生にとって

、必ず問題

もしくはイ

を確保して

ムの効果 

ーンシップ

らの問題意

           

        

れらは、派遣

いても、提

ついて再度

ス）。 

責任となっ

ンの効きす

が出た場合

現地のブリ

る。海外で

る。外国人

には全員海

らの定期報

リピンのケ

ターン生の

ーン生は現

集体制が必

、過去にイ

人はまだ捕

ン生に夜間

遣先で豪雨

い、数日間

が危ぶまれ

応を可能と

う連絡を密

活動参加と

ーン生の近

おける住ま

途上国にお

ては治安面

題が生じる

インターン

てもらって

プ参加者が

意識を形成

           

              

独

遣国の事情

提携校の教

度入念な説

っているが

すぎで風邪

合は、決し

リーフィン

で病気等に

人である場

海外旅行傷

報告と大学

ケースでは

の活動報告

現地でそれ

必要である

インターン

捕まってい

間外出制限

雨による洪

間全く移動

れた。その

とし、イン

密にした。

と称して大

近況を把握

まいの確保

おいては、

面や衛生的

る。そうい

ン受入れ先

ている。 

が「先進国

成し、多文

ウェ
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6 

情に精通し

教員や留学

説明を施し

が、特に途

邪をひいた

して一人で

ング時に紹

になった場

場合は殊更

傷害保険へ

学間の連絡

は、フィリ

告が定期的

れぞれ異な

る。これは

ン生を派遣

いないとの

限の通達を

洪水が原因

動できない

の際もフィ

ンターン生

個々のイ

大学側がイ

握してもら

保も重要で

安易な選

的側面から

いった背景

先近辺でフ

国の視点」

文化社会に

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

した研究科

生担当スタ

ている国

上国では現

りする事例

は判断せず

介されてい

合、保険に

である。研

の加入義務

絡体制の構

ピン大学担

に本研究科

った場所で

特に不慮の

した直後、

連絡があ

出し、院生

で停電のみ

状態とな

リピン大学

に対しては

ンターン生

インターン

っている。

ある。院生

択は禁物で

とても薦め

から、フィ

ィリピン大

「途上国や

おける解決

『留学交流』
           

             

構 Copyright © 

教員によ

タッフを通

もある（上

現地の食べ

例が見られ

ず、留学生

いるクリニ

に加入して

研究科では

務を設けて

築： 

担当教員ま

科国際主任

で活動する

の事故や緊

、フィリピ

った。先方

生への周知

みならず、

り、現地に

学と現地関

は状況説明

生の様子を

生全員に

。 

生はより廉

である。特

められない

ィリピンで

大学が推薦

や新興国の

決手段を考

』2014 年４月
                   

             

JASSO. All rig

り行われる

通じて生活

上述のフィ

べ物や水で

れる。日本

生担当スタ

ニックに行

ていないと

は、インタ

ている。 

または事務

任に届く制

るため、あ

緊急時に有

ピン大学校

方の大学を

知を図った

全ての交

に滞在して

関係者との

明とともに

を伺うため

召集をかけ

廉価な住ま

特に途上国

い。安かろ

では大学キ

薦する家族

視点」「草

考える能力

月号 Vol.37
           

            

ghts reserved.

る。また、

活事情や緊

ィリピンや

で体調を崩

本で罹った

タッフへの

行く等、事

と驚くほど

ターン・プ

務スタッフ

制度を設け

ある程度一

有用となっ

校内で殺人

を通じてす

た。他のケ

交通網がス

ていたイン

の連絡調整

に常に近況

め、週末に

けており、

まいを求め

国慣れして

ろう悪かろ

キャンパス

族のホーム

草の根の視

力を構築す
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ることが

な意味に

し、再度個

る理解が

イデンテ

を受けて

人々との

間に対す

れていかれ

等々、日

研究活

ップとは

をもらい

いえる。

には現地

くないの

このイ

いのが現

彼らは、

会社側に

ような意

新興国勤

域発展の

で人身売

は、その後

ボランテ

身売買問

プログラ

である。

とは事実

 

インター

海外で

たか、と

ピンでは

期間、派

っている

点もある

入れ先と

ン受入れ

          

       

本プログラ

おいて一回

個人的に現

できた」「

ィティを再

いるのにシ

交流を通じ

るルーズさ

れお祈りさ

本では直面

動の視点か

別に、現地

、研究内容

インターン

で発見した

が現状であ

ンターン経

状である。

このインタ

伝えている

思表示をし

務を示唆さ

ため、途上

買問題に取

後、フィリ

ィアとして

題に取り組

ムでの経験

このプログ

である。 

ン生のモニ

のインター

いった評価

、フィリピ

遣先からの

。大学院修

。例えば、

の交流は限

機関から研

           

        

ラムの効果

回りも二回

現地に戻っ

「日本には

再確認する

ショックを

じたが故に

さにあきれ

させられた

面しない経

から見ると

地の専門家

容と方向性

ンシップ終

た新たな研

ある。 

経験者の中

。途上国で

ターンシッ

る様子であ

した院生は

されている

上国との国

取り組んで

ピン大学と

てこの市民

組む市民社

験がなけれ

グラムを通

ニタリング

ーン生が現

価を知るこ

ピン大学の

のインター

修了後の就

、すべての

限定的、か

研究科に対

           

              

独

果と考えて

回りも成長

ている院

ない優しさ

る場となっ

を抱いた」

に出てきた

れた」「食事

」「政府の統

経験談も数

と、このプ

家や研究者

性を再確認

終了後、そ

研究テーマ

中から就職

のインター

ップの参加

ある。企業

は、幾つか

る。地方公

国際交流を

でいる市民

との交換留

民社会で活

社会での就

れば、この

通じた経験

グ調査と課

現場でどの

ことは派遣

の事務職員

ーン生の評

就職赴任先

のアレンジ

かつ一方通

対し送られ

ウェ
           

              

独立行政法人日本
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ている。イン

長して帰国

生も数多

さと思いや

た」「グロ

等々、途

たコメント

事がとても

統計データ

数多く聞い

プログラム

者から情報

認できる場

そこでの経

マに興味を

職勤務先と

ーンを経験

加がきっか

業側(商社や

かの企業か

公務員試験

を率先して

民社会にイ

留学制度を

活動する傍

就職を決め

のような考

験が多くの

課題点 

のような活

遣先機関か

員が、過去

評価と問題

先との関連

ジが協定を

通行的とい

れる評価制

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

ンターンシ

してくる。

く見受けら

やりを経験

ーバル問題

上国でのイ

である。反

も口に合わ

タが過ちだ

ている。

がインター

収集や研究

を提供して

験や新たに

抱き、研究

して途上国

験してから

けになって

やメーカー

ら内定を受

に合格した

やりたいと

ンターン生

を利用して

ら修論を書

た。彼らは

えや行動は

参加者の人

動をし、現

らすれば重

のインター

点等をまと

性について

介している

うケースも

度はまだ確

『留学交流』
           

             

構 Copyright © 

シップを経

。独自のネ

られる。「途

験できた」

題の多くが

インターン

反面、「仕事

わない」「半

らけで研究

ーン生にと

究手法等に

ているとこ

に入手した

究テーマを

国や新興国

、新たに希

ていること

ー等)もそれ

受けており

た院生は、

と語った。

生として参

、更に１年

書き終えた

は海外のイ

は出来なか

人生に大き

現地の人々

重要である

ーン生の派

とめ、モニ

ても現在分

るため、本

も多い。ま

確立してお

』2014 年４月
                   

             

JASSO. All rig

験した院生

ネットワー

途上国の現

「日本人と

がこの地で

ン参加並び

事のいい加

半強制的に

究材料に使

とってイン

に関するア

ころに意義

た材料に基

を変える院

国を希望す

希望した者

とを就活時

れを汲んで

り、その後

面接時に

一方、フ

参加した院

年間現地に

た。修了後

インターン

かったであ

きな影響を

々の目から

る。例えば

派遣先、活

ニタリング

分析中であ

本校とイン

また、直接

おらず、こ

月号 Vol.37
           

            

ghts reserved.

生は、色々

ークを構築

現状に対す

してのア

で直接影響

びに現地の

加減さや時

に教会に連

使えない」

ンターンシ

アドバイス

義があると

基づき、更

院生は少な

する者が多

者である。

時に率直に

でか、その

後途上国や

に日本の地

フィリピン

院生(女性 )

に滞在し、

後には、人

ンシップ・

あろう学生

を与えたこ

らどう映っ

ば、フィリ

活動内容、

グ作業を行

ある。課題

ンターン受

接インター

これらにつ
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いては今

並行して

ける更な

ターンシ

施し、そ

 

終わりに

海外で

の、この

に対し友

人や知人

究活動な

先と問題

するこの

教員や関

ーン派遣

グロー

ディング

通じて、

地域を拡

 

                  
4 プログラ

          

       

後改善の余

効率的に進

る研究指導

ップ・プロ

れぞれ特徴

 

のインター

ような支援

好的なイメ

との交流を

どの理由で

を起こした

プログラム

係者間レベ

先を我々が

バル・スタ

プログラム

本研究科の

大し、更に

                  
ラムの紹介

           

        

余地がある

進められる

導体制等の

ログラムは

徴を有して

ーンシップ

援体制を設

メージを抱

を Faceboo

で再び現地

たケースは

ムは、ひと

ベルにおけ

が全幅の信

タディーズ

ム（Globa

のインター

に充実化さ

              
介は、http

           

              

独

ると言える

るか、イン

の検討も必

は、トルコ

ているが、

プ参加生に

設けること

抱き帰国し

ok や電子メ

地に戻るケ

はまだない

とえに海外

ける協力と

信頼を抱い

ズ研究科は

l Resourc

ーンシップ

させる方向

p://grm.d

ウェ
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る。インタ

ンターン時

必要である

、インド

ここでは

に対し、若

により、

し、その後

メール等を

ケースも多

い。大学側

外提携校の

信頼関係

いてこそ成

、2012 年

ce Managem

プ・プログ

向にある。

oshisha.a

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

ーンシップ

における研

。途上国や

ネシア、ア

割愛する。

干過保護気

ほとんどの

も個人レベ

を通じて深

い。幸い、

が率先して

本プログラ

、そして、

し得る事業

度より文部

ment）に採

ラムは人員

 

ac.jp/を参

『留学交流』
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プ参加と研

研究への時

や新興国に

アゼルバイ

。 

気味という

のインター

ベルにおい

深化させて

、途中帰国

てインター

ラムに対す

、海外提携

業であると

部科学省の

採択された

員拡大と共

参照願いた

』2014 年４月
                   

             

JASSO. All rig

研究活動が

時間配分や

における同

イジャンな

うきらいは

ーン修了生

いて現地で

いる。前述

国者や、イ

ーン先を発

する好意的

携校の決め

と感じてい

の博士課程

た 4。本プロ

共に、派遣

たい。 

月号 Vol.37
           

            

ghts reserved.

がどの程度

や現地にお

同様のイン

などでも実

はあるもの

生は派遣国

で作った友

述の通り研

ンターン

発掘、調整

的な理解、

めるインタ

いる。 

程教育リー

ログラムを

遣対象国と
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